
自己評価（教職員）

R06 R05 R04 R06 R05 R04 改善に向けた取組 自己評価
の適切さ

改善に
向けた
取組の
適切さ

ご意見

1
本校の学校教育目標や教育実践は、生徒の実態や保
護者・地域住民の願いを踏まえたものとなってい
る。

3.22 3.03 3.35 3.30 3.20 3.28 3.80 3.80

2 育成を目指す資質・能力を踏まえ、学校内外の教育
資源を活用した教育活動が実践されている。 3.23 3.09 3.30 3.50 3.20 3.44 3.60 4.00

3 前年度の学校評価や反省事項に基づいて、教育活動
の改善を適切に行っている。 3.10 2.97 3.15 3.45 3.07 3.11 3.80 4.00

4
信頼される学校づくりに向けて、交通法規等の法令
遵守や体罰防止など服務規律の保持及び危機管理に
努めている。

3.29 3.14 3.35 3.80 3.40 3.44 4.00 4.00

5 研修を積極的に推進し、実践的指導力の向上に励
み、資質向上に努めている。 3.22 3.06 3.00 3.80 3.67 2.89 4.00 3.60

6 組織的な取組により、業務改善への意識を高めてい
る。 3.11 2.97 3.05 3.20 3.13 3.06 3.80 3.40

7 効率的な業務の精選・遂行とそのスケジュール管理
に努めるなどして、「働き方改革」を進めている。 3.11 2.96 3.00 3.15 2.67 2.78 4.00 3.40

8
学習シラバスを活用した授業展開や観点別評価によ
り学習評価を適切に行い、主体的･対話的で深い学
びの視点からの授業改善を図っている。

3.25 2.97 3.30 3.30 3.20 3.11 4.00 4.00

9
知識・技能の習得に加え、教科横断的に思考力や判
断力、表現力などの活用学力を育む授業を実践して
いる。

3.25 3.00 3.24 3.50 2.93 3.06 4.00 4.00

10 自主的・意欲的に学習（特に家庭学習）に取り組む
習慣を身に付けさせる工夫・取組を行っている。 3.08 2.87 2.95 3.20 2.87 2.72 3.60 3.80

11
一人一台端末を活用した個別最適な学びと共同的な
学びの実現に向け、教育活動でＩＣＴや情報ツー
ル、情報資源の活用を推進している。

3.29 3.03 3.24 3.55 3.47 2.78 3.80 4.00

12 Webページやメール配信、各種通信等で本校の教
育活動を外部に積極的に発信している。 3.34 3.31 3.57 3.55 3.47 3.44 3.20 3.80

13
学校行事の公開や地域の行事等への参加を通して積
極的に地域や関係機関･他校種等との連携に取り組
んでいる。

3.31 3.21 3.33 3.25 3.27 3.33 4.00 3.40

14 学校とＰＴＡの連携が十分に図られ、ＰＴＡ活動も
充実した取組になっている。 3.07 2.93 3.05 2.60 3.27 3.28 4.00 3.00

15
いじめ防止に向けた校内体制が確立されており、日
常から生徒の状況把握及び未然防止・早期発見に努
めている。

3.08 2.97 3.14 3.50 3.47 3.61 3.80 3.20

16 学校行事や部活動等を通して生徒が自ら考え仲間と
協働する力を育んでいる。 3.38 3.23 3.71 3.70 3.47 3.67 3.60 4.00

17 ボランティア活動等の地域と連携した活動を通して
自尊感情や自己有用感の高揚を図っている。 3.22 3.13 3.24 3.05 2.67 3.06 3.20 4.00

18

多様な生徒の特性や悩みを理解し、カウンセリング
や特別支援教育体制の充実を図り、サポート委員会
など校内体制の確立と関係諸機関との連携に努めて
いる。

3.13 2.90 3.19 3.55 3.27 3.61 3.80 3.80

19 各教科の授業や各種教室・講演会等を通して命や健
康・安全の大切さを指導している。 3.17 3.13 3.33 3.45 3.33 3.50 4.00 3.60

20

生命尊重の精神を養い、家庭との連携を深めなが
ら、健康の保持増進に努めている。特に交通ルール
やマナー指導を徹底し、交通安全に対する意識の高
揚に努めている。

3.14 2.94 3.19 3.30 3.27 3.50 3.60 4.00

21 生徒の自己実現に向け、３年間を見通した組織的・
体系的な進路指導（キャリア教育）を行っている。 3.20 2.97 3.43 3.50 3.20 3.22 3.80 3.80

22
収集・分析した進路情報を進路ガイダンスや保護者
説明会などを通して生徒や保護者に適切に提供して
いる。

3.23 3.07 3.10 3.65 3.57 3.22 4.00 3.80

23
生徒個々の良さや可能性を引き出し、各種の資格取
得を目指し、一つ上の進路目標や将来の生き方、人
生設計を育む態度を育成している。

3.19 3.01 3.24 3.45 3.40 3.39 4.00 4.00

24 教科等横断的な視点により学校教育全体で道徳教育
に取り組んでいる。 3.11 3.03 3.19 3.00 2.60 3.00 3.60 3.60

25 地域の人材や関係諸機関と連携した道徳教育に取り
組んでいる。 3.13 2.99 3.19 2.90 2.73 3.06 3.80 3.80
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健
康
安
全

・防災教育に関してご協力ありがとうございました。
命に関して　高校は道徳がないので、教員それぞれが意
識をもって言葉の端々に乗せていく必要があります。
（教育活動全体を通じた指導）小中ではどの教科のどの
単元でどの価値項目を学ぶかという別葉を作ります。全
体計画の各教科の部分を各教科で考えてもらうなどすれ
ば、少し意識が高まるかもしれないです。（もう取り組
まれていたらすみません）
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・今年度より町議会にご協力いただけた点は非常に良
かったと思います。年度当初に本校の動きの要望をご理
解いただいた上で双方にとって価値のあるものになるよ
う折衝を始められるように職員が準備しなければいけな
いと感じました。
・職員会議で決定したことを覆さないようお願いしま
す。
・地域住民の願いが余り明確ではなく、教員の希望に
なってはいないだろうか？

・今後数年の間で、羽幌高校の入
学者数の展望はどうなっているの
か？
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・若い先生方を育成するためのマニュアルがあるとよいと思
います。
・慣れがあり、何が正しいのかが判断できない。
・相対的にではありますが、本校は非常に様々業務を改善し
ようという動きが活発だと感じますし、業務の精選という観
点でもかなり削ぎ落とされていると感じます。
・業務の内容によって、仕方がないことだと思いますが、業
務量の偏りを感じます。
・働き方改革は本当に意味があるのか。言葉に出すだけなら
ば簡単だが、それは実践とは言わない。今のところ（全国的
に）効果的な手が打たれたことがあるようには感じられな
い。日本全国の話なので、管理職の先生方の責任とも言い切
れないが。
・教員間で時間外労働の程度に大きな差があり、効率的な業
務の精選のほか効果的な業務の分担が求められているのでは
ないかと思います。
・毎年の課題ですが、業務の平準化をどのように行っていく
のかを考えています。様々な業務においてマニュアル化、マ
ニュアル作りが必要と感じています。

・今の保護者の捉え方で、子ども
たちの話をストレートに鵜呑みに
してしまう傾向はあるか？
・遅くまで残って業務をされてい
る先生方に感服いたすところで
す。
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・今年度は進路通信の発行・オンラインでの説明会等を
新たに実施、適切な時期に情報を保護者にも提供するよ
う努めた。さらに保護者への情報提供の充実をすること
で、家庭と協力したキャリア教育を実現できると考え
る。
・進路担当を中心に発信をしてもらっているので、方針
を理解して取り組むことができました。特に進学講習な
ど。

・進路実績はこの学校規模で頑
張っていると感じる。先生方の
リードもあると思うが、生徒たち
の頑張りが結果として出ている。
ぜひ継続してほしい。

道
徳
教
育

・前述しましたが、（命の項目は道徳の項目と重複して
いましたので）道徳教育はまず学校教育全体で取り組む
必要があります。地域人材に頼ったり、とってつけたよ
うな活動（本校はやっていませんが）では育まれませ
ん。かなり地味な作業です。小中で学んできた道徳的価
値項目を先生方も意識し、生徒にどのような言葉をかけ
ていくか、学んでいくとよいと思います。（道徳の授業
をしたことがないと難しいでしょうか？）
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・いじめ発見について、今回は生徒からの話があって動
くことができたが、発見するシステムになっているか。
いじめアンケートが役に立っているかどうかも分からな
い。先生方の個々の努力で何とかやっているように見え
た。

・授業内の多様な取り組みがなされていると思います。特に
英語・家庭科・社会科は地域と連携した様々な資源を活用し
ていて見習いたいと思います。一方で基本的な授業力や家庭
学習の習慣付けなどの古くから長く続く課題については、職
員全員でさらなる向上が可能かと思います。
・英語科の授業は大分授業改善及び単元テストの改善を行う
ことができた。１年生、２年生ともに最後の単元テストでは
６割程度の平均点でテストが実施されている。「学び直し」
という観点でも、テストの勉強の仕方を含め、身に付けさせ
ることができたのだと自負している。授業及び教育課程改善
には、他地域の小中の先生や指導主事の先生からの助言が大
きかった。町内の小中の先生方と交流したり授業を見合った
りして授業づくりについて学ぶのも良いと思う。
校内を見渡すと思考を深めていく授業について学ぶ機会が少
ない気がします。
高校は知識のある先生方が多い一方、「どうやって考えを深
めさせるのかわからない」という若い先生からの声も聞こえ
るため。

・外部との連携においては、教職員の時間外勤務などあ
りきになり、負担が大きなものとなっている。
・PTA活動においては学校側の負担が大きく、Pよりも
Tのほうが実質的な活動を担っているように感じます。
教員同士で評価のつけ方を共有する校内研修を行うと効
果的かと思います。PTA活動については保護者が積極
的に参加する魅力的な活動を模索していく必要がありま
す。

・地域人材を生かして探究活動を
実践してほしい。力になれる場面
があれば連携する。

・ＩＣＴ活用の状況は？
・観点別評価は生徒にとってメ
リットに感じているか？

・多忙の中、魅力発信を頑張って
もらえると生徒募集につながると
ともに、卒業生たちも活気がある
母校に安心できる。
・ＰＴＡとの関わりを持てる機会
があるか？

・資格取得の状況は？
・ＤＸハイスクール事業の進捗状
況と成果は？

・いじめ事案が発生した際の対応
は適切に感じた。「いじめ見逃し
ゼロ」が徹底されることを望む。
・ボランティア活動は以前よりも
簡単に実施できなくなったと聞
き、他校種との協働も難しいと聞
いた。もっと気軽にできるものは
ないだろうか。


